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The Impact of Personal Media on Journalism: 

Study of Weblogs and Traditional Mass Media 

Oguro， Jun* 

This study examines the relationship between traditional mainstream media and weblogs. It 
compares content analyses of articles on the controversial anti-influenza drug "Tamiflu" published 

by The Yomiuri Shimbun， Japan's largest daily， with information presented in weblogs. It was 

found that weblogs rely heavily on traditional mass media for news， and the influence of weblogs 

on mass media such as daily newspapers Is limited. 

I はじめに

新開やテレビなど既存のマスメディアに代わる，ニュース発信の新しい形として，ブログ (blog，

weblog) がj主百を集めている。全世界では一日に約 7万5000の新しいブログが誕生し，約120万の

記事が書かれていると言われている九

来国ではブログが，また韓国では独立系のインターネット新聞が，それぞれ一定の成功を収めて

いる c 一方，日本国内では依黙として，ニュースの送り手として， IマスコミJと呼ばれる，新

開・テレピなど既存のマスメディアが，速報性，絹羅性，中立性，公正性などにおいて優位に立っ

ているように見えるむ

しかし，既存のマスメディアがいつまでもニュースを独占し続けるかどうかは何の保証もない。

新しい恒人メディアがジャーナワズム機能を果たし始め，既存のマスメディアを凌駕する可能性は

まいのだろうか。

E 本研究の目的

本研究は， rニュース発信ツールとしてのプログjをテーマに掲げ，個人メディアとしてのブロ

グが，既存のマスメディアの対抗勢力と成立し得るのか，また，プログがi百来のジャーナワズムを

変える可龍性があるのかを分析することを目的とする。

具体的には，一つの社会問題をめぐり，マスメディアがどのように報道しているかと，ブロクーか

らはどのような言説が流れているのかを，多様な観点から比較分析する形を来る。プログは国内だ
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けで何百万の単f立で存在するため，一つの具手本的ごと事例に絞らなけれ!;f，i菜く考察すること iまでき

ないと考えるからである。

E 用語む定義

「ブログ (blog)J にはさまざまな定義が存在するが，ここでは，次のような総務省の用語説明を

引用しておくむすなわち，プログとは「邑分の考えや社会的な出来事に対する意見，物事に対する

論評，他のWebサイトに対する情報などを公開するためのWebサイトのことJ2)。

さらに， Iブロガー (blogger)Jは[ブログで情報を発信する人のことjを指す3)0

一つのプログにはさまざまなコンテンツが含まれている。ブロガーが自らブログの中に書き込ん

だ一つの記事を，本論文では「ブログ記事J4) と呼ぶことにする。ブロガーが開設した Webサイ

ト，つまり[フマログjと区別するためである c

なお，ブログの語源となったウェプログ (weblog) ，ま，ネームページの震霊を意味する口

U 先行研究

新聞やテレビに代表される既存のマスメディアと，電子メディア，特にブログとの関孫性を論じ

たものは数多くある。例えば，まとまった報道として辻， 2005年3月に存力週刊誌 Newsweekが

特集を組んで，米国の現状や問題点を伝えている5)。米国でブログがどのように勢いを増したか辻，

ギルモア〔ギルモア， 2005; Gillmor， 2005]の報告が詳しい。

既存メディアとプログを比較して，ギルモアは fまだ大きな事件や災害などについて伝えるのは，

大手メディアの方が護れているJ6) と，プログを過大評植しているわけではない。そして「広い取

材源を持ち，正確で包括的な視点を持てるのがマスメディアの護れたところだ。プログは，より専

門的な話題や事件などの背景を知るのに辻有効だと思っているjむと述べている。

アジア諸国ではどうか8)0 r I はじめにjで述べたように，米国とは状況が異なり，韓菌では

「オーマイニュースjなどインターネット新聞が社会に与えた影響が大きい。これについては，日

本圏内でも多数の研究や報告がある[呉， 2005;玄， 2005;金=李， 2005など]。

プログが台頭する米国，そして f電子民主主義jが花開いたと言われる韓国の動きを見据え，日

本国内でもさまざま会議論がなされている。プヨグに関する著作が多い揚J11は，未国型，韓国型の

いずれも日本では根付かない[湯川=高田工藤代， 2005: 127]と予測するが， NPOや到GOが主体と

なってプログを活用した「参加型ジャーナリズムjに期待を寄せている[湯川， 2006]。

また，歌山は，司本国内では新聞をはじめとする既存のマスメディアが圧観的に優位だ、と位置付

けた上で， rいずれは無数のプロガーたちが相互に張り巡らせた「クモの巣ネットjがジャーナワ

ズムの主流になる自が来るJ[歌}I[， 2005: 190J としている。一方，柴山辻，ジャーナリズムの会共

性という観点から， ffログには公共性とはまったく無縁な恒人的な趣味や放言，罵慌のたぐいが

入り交じる。サイパースペースとは，ジャーナリズムとは逆方向の私的精報空間の集合体でもある

のだJ[柴山， 2∞6: 334J と述べ，既存のマスメディアの力量を高く評舗している c

既存のマスメディアに訴属しながら.1!国人的にプログを書いている記者の報告側もいくつかあるつ

先駆的な例としては，北海道新聞の高E昌幸が2005年 1月に開設した「ニュースの現場で考えるこ

とJ9) [高a，2006: 38Jや，毎日新開東京本社科学環境部の元村右希子が2004年9月に開いた「理
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系白書プログJlO) [元村， 2006: 36Jなどがある。両者とも， r干官民・読者との対話jに期待を寄せて

いる。

フリーランス記者の中にも，プログの長所を強調する報告がみられる。小林恭子は2004年12月に

プヨグ f小林恭子の英国メディア・ウオッチJを開設c 英国のマスメディアの動きや時事トピック

を紹介，解説している。フワーランスにとってブログは， r本当に重要だと思うことを自分なりの

やち方で，直接読者に発信できるj手段だと指摘する[小林， 2006: 44J。

プロの記者たちがブロガーとしても書いているこのような実態を，横田[槙83，2005J は，開き

現存を基に詳しく報告している。

研究者によるプログの研究は，米国において辻膨大な数に上る。まず，プログの台頭に伴い，ブ

ロガーがジャーナリスティックな在事をしていると言えるのかが議論された [Blood，2003など]。

既存のマスメディアとの関係では，ブロガーが楕報収集は既存の主要メディアに頼っている一方，

プロの記者たちが f時代の流れj をつかむためにブログを読んでいることが明らかになった

[Fisher， 2006J。従来から既存のマスメディアが得意としていたニュース速報の分野でも，プログ

からの情報提供が多いことも分かった [Kahn& Kellner， 2004J 0 

調査研究によると，ブ訂グ記事の内容は，新聞やテレビなど伝統的なジャーナリズムと比べると，

賓的に大きく異なっているという c プログ記事は，章、克の類が多く，政治的な党派色が強い。米大

統領選挙では，各候補者のプログが支持獲得に大きな役醤を果たしている [Bichard，2006J。また，

持定の分野では，専門的な知識があるブロガーが，既存のマスメディアが流すニュースよりも詳し

い清報を提供していることも明らかになっている [Andrew，2003J。

日本国内における既存のマスメディアとブログの関係について，研究者はどうみているのか。ブ

ログが普及したとはいえ，ジャーナワズムへの市民参加はそれはど拡大していないという{松本，

2006 : 34J 0 その理由として，実名でプログ記事を書く人気ブロガーたちの誌とんど辻一般市民とは

言い難い著名人であり，歪名のブログでは，'11人の日記レベルを超えるの辻容易で、はないからであ

る[同L

また，議場 [2006Jは，ブE グなどの ITが，既存のマスメディアを代表する新聞の京材や報道

に，功罪の影響を与えると指摘している。

しかし，具体的な事訓を通した，実証的な研究は国内では限られてくる。インターネットの掲示

板と，マスメディアの報道を比較した研究では，家電メーカーの東芝に対する消費者からの高品ク

レーム問題を扱った研究[三上， 2000Jや，田中真紀子外相〈当時)の更迭問題を扱った研究など

治宝ある。

プログ記事と新開報道を北較した実証的な研究としては，田村 [2005Jの研究が挙げられる。こ

の萌究はイラクにおける日本人入賞問題をめぐり， r自己責任j というキーワードを含む記事を，

コンピューター・コーデイング法を黒いて，多面的会分析を試みているむその結果，①プログ記事

と新間報道は連動している，②ブログ記事では新開記事が多く言及され，参照されているが，新聞

はインターネットを参照してい会い，③インターネット上の議論は独自に展開している場合がある，

などの結論を導き出している。

以上のように，概観してきた先行研究を踏まえ，本研究では具体的な事携について，多様な観点

から詞者の関係を考察する。次章ではその方法論を述べ，分析結果を積み上げていくむ
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V 事例研究:薪間報道とブログ記事-iタミフル眼用と患者の異常行動]問題を事例に

1 研究の狙いと事例選択の理由

既存のマスメディアとブログとの関採を把握するため，一つの社会問題を事例に，多角的な分析

を試みる。

対象とする事例は，インフルエンザの特効薬とされるタミフルを報沼した患者の中に，建物から

の飛び降るなどの異常行動を起こしたケースが報告された問題である。

本分析を行った2007年 3月時点で，この問題は次のような状況だった。新聞の社説の一部を引用

する。

医薬品行政的正念場だろう。厚生労動省は，タミフルをめぐる対応を誤つてはならない。/

タミフルはインフルエンザの高熱を下げる効果があり，昨年度だけで， 860万人分，出荷され

た。一方で，副作吊の疑われる事制が1763詳報告されている。ベランダから飛び降りるといっ

た極めて異常会事例も 10代患者を中心に23件ある。/異常行動はインフルエンザの高熱でも起

こり得るため，~労省はタミフルの副作用が原因であると認めてはいない。/だが，車労省;ま

当直， 10代の患者に対するタミフル投与の漂則中止を決めた。因果関係についても，これまで

の否定的見解を白紙とし，副作用が疑われるすべての事傍を検討し室す。/当然の措置であろ

う。厚労省は異常行動の内容を十分に把蓋していなかった。対応が遅れ，結果として薬害を招

いた過去の失敗を繰り返してはならない。/ただし， 10ftの患者には禁止するが他の年齢曹は

構わない，ということでは，患者は不安を抱くだろう。医療現場も混乱するので辻会いか。(以

下略)11) 

森羅万象のニュースの辛から，研究対象としてこの事例を選択したのは次のような理由による。

第一は，直近の時事問題であること。第二は，年齢や性剖を間わず，ブログの関覧者や書き手

(ブロガー〉となり得る市民にとって，身近な話題であること c 第三は，賛否が分かれる問題であ

ること。

以上のことから，マスメディアやブログがこの問題を積極的に取均上げ，議論していると予想さ

れるからである。

2 新聞記事の分析

( 1 )分転対象の選定

過去の報道内容をデータベースfとしているマスメディアの中から，発行部数が国内最大である読

売新聞を選択した。

分析対象となる記事の抽出にあたっては， 2007年3月30日時点で，読売新開の記事データベース

を用い，キーワードiこ「タミフル AND 異常行動Jを入力し検索した。その結果， 2005年11月

13日から2007年 3月29自まで，計37本の記事が抽出された。このうち， 2007年3月24日夕刊の「遇

刊KODOMO新開」は除外した12)0 

どのように報道されているかを明らかにするため，次の項目について分析する。すなわち，

A-① 新聞記事量の時系列的変化

A -② 各新開記事の需報源
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fニュース発信ツールとしてのブログ」研究

主要な新開記事の内容A-G) 

以上の三点である。

( 2)分析Aー①:薪聞記事量の時系列的変化

【分析方法]前項で抽出した読売新開記事のうち， 2007年 1月以、降の記事を対象とし，イ可月イ可日に

どれだけの記事が掲載されたかという時系列的な変色を，記事の文字数を基に明ちかにする。

【分析結果}報道の量を， 1 Bごとの関連記事の合計文字数で、計ってみると，一つめの小さめのど

ークが3月 1目前後，もう一つの大きなピークが3月21司から24Bだったことが明らかになった。

最大は 3月22Bの3，938文字だった。(グラフ A-① 参照)
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「歩ミフJレJr異常行動jを含む読売新聞記事の時系弼的変化グラフAー①

( 3 )分話Aー②:各薪聞記事記事の槽報謹

{分析方法]各記事に登場する情報源(ニュース・ソース)を， I厚生労鵠省Jr病院・医師・薬局j

f患者・家族JINPO・NGOJI地方自治体JI製薬会社JIウェブサイト(プログを含む)Jなどに

分類する。一つの記事の中でも，複数の情報源があった場合は すべてカウントする。

{分析結果】情報源として確認できたのは合計78t守口分類の結果，最多は「厚生労働省」の22件

(28%)。二香Eに多かったのが f病毘・医師・薬剤師jの20件 (26%)。その後仁患者・家族J，

f製薬会社J，I地方自治体jと続いた。一方，プヨグやウェプサイトの内容が靖報諒となっている

記事は 1本もなかった。(表A ②，グラフA-②参照)
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表A- @ r歩ミフルJr異常
行動」を含む読売義罷記事の
槽報漉

厚生労働者 22 

病院・医師・薬局 20 

患者・家族 9 

地方自治捧 8 

製薬会社 8 

NPO・NGO 4 

ウェプサイト 。
その他 7 

合計 78 

IE霊草生労費量省

豊富務銭後援飾・3庭E悪

口患者・家族

白地方自治体

磁製薬会役

室霊 NPO・NGO

霊童ウェブサイト

ロその総

デラフ A一季各新障記事の槽義諜

( 4 )分析A一司:主要な新聞記事の内容

[分析方法]相対的に大型の記事を抽出し，どのような報道がなされているのかを，賀的に分析す

るc ここでは1，000文字以上の記事6本を対象としたo (表A-③参照)

まず記事ごとに分析し，最後に総括する。

表Aー③ r~言ミフルJ r異営行動Jを含む主な読売薮毘記事

掲載E 掲載語 字数 毘出し

1 2月28日朝刊 位台 1054 中2転落死塁陣，タミフル処方時の異常苛動を注意事後前日に=宮城

11 3月 1日朝刊 解説 1366 タミフルと転落死薬害対策 f疑わしきほ罰すjで安易な服吊禁物

111 3 Ji218朝刊 一面 1027 タミフル， 10代投与中止 異宮行動また 2f7tl 厚労省指示

lV 3月21日朝刊l 社会 1405 タミフル10代中止 脹用「と母あえず控えて」 厚労省，苦渋会見

V 3月22日朝刊 ゴ面 2942 タミフル10代中止 厚労省の方針転換，事故続発で不安に配慮

Vl 3月23日朝刊 2社 1141 タミフル f否定的j撤匝 転落・飛び降りとの函果関係/厚労省

[分析結果}

マ記事 i (2月28日〉

イ出台車で発生した転落死事故を詳継に報道。タミフルを処方した医師が事前に注意を呼び軒けて

いたが，異常行動を止められなかった経緯を検証している。厚生労動者がまとめている2001年以詳

のデータを紹介しつつ f異常行動との因果関係は，はっきりしていないj という同省の見解を入

れている。

マ記事ii (3月1日)

厚生労働省が2月28日，インフルエンザにかかった未成年者の行動を主意するよう呼び卦けたの

を受けての解説記事。厚生労働省や，タミフル慣用に批判的会医師の意見などを交え， I安易な薬

の便用を改める必要があるj と結んでいる。

マ記事iii (3月21百)

厚生労働者が3月20自，十代へのタミフル使用中主を決めたことを伝える記事。タミフル蝦用後
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に飛び降りる事故が新たに 2件見つかったことを受けて，厚生労鶴省が対応を改めたものの，タミ

フルと異常行動の因果関係は「否定的j という見解を維持していることを伝えている。

マ記事iv(3月21日〉

厚生労働省幹部の苦しい説明ぷりと，被害者の会が厚生労働桔の対花、を「対応が遅過ぎるjなど

と批判していることを報道。十代だけへの梗吊禁止では現場が混乱するという医師の懸念も紹介し

ている。

マ記事v (3月22出

最も長い記事。厚生労働者がなぜ十代だけをタミフル集用中止とし 十歳未請の患者を含めなか

ったのかを検証している。十歳去満はインフルエンザ、自隼の危険が大きいという，厚生労偉省の理

由説明や，医療現場の声，三歳九カ月の子どもを亡くした惹の意見などを紹介。タミフルがインフ

ルエンザ陽性ならばすぐに処方されている実態、や，自本が世界ーの出費冒となっている現状などを

伝えている。記者は「ただ，薬を使う鶴として，毒にもなる薬の震いすぎは避けるべきだと感じるj

と結んでいる。

マ記事vi (3月23日〉

厚生労働者次官が記者会見で，タミフル服用と異常任動の因果関係について，従来の見解を事実

上撤回したことを伝える記事。次官が[対応のまずさを認めたjとし，厚労省の対応の遅れを批判

的にとらえている。記事の後半は 医療現場で、国惑が広がっていることを 医師や薬剤陣らのコメ

ントを交えて{云えている G

マ総括

読売新聞は厚生労儀省の判断や対応を中心に 一連の動きを報道している o 情報源としては厚労

省が一番多いものの，医師や患者家族(転落死した子どもの親)らのコメントも載せ，タミブ jレイ吏

用をめぐる問題を多角的に報道していると言える。どのような事故が起こっているかも詳しく伝え

ている。タミフル服用後の異常行動事例も全体としては，車労省の対応には批判的(言己事Vlなど)。

タミフル使用の是非については， r安易な薬の{吏用を改める必要があるJ(記事ii)， r薬の使いすぎ

は避けるべきだJ(記事v) という報道姿勢を示しているつ

3 ブログ記事の分析

( 1 )分析環巨

[タミフルJr異常行動jを含むブログ記事をめぐって，次の項巨について分析する。すなわち，

B-① 関連するプログ記事数の時系列的変化

B ② インターネット土の関連ブログ記事の位墨付け

B-③ 各プログ記事の屠性

B ③ 各プログ記事の形態

B-⑤ 各ブログ記事の慣報源

B-⑥ 各プログ記事へのコメント数とトラックパック数

B-⑦ 注目震の高いプログ記事の内容

以上の七つであるつ
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( 2 )分析Bー①:関連するブロダ記事数の時系列的

変化

[分析方法]このテーマのキーワードである

「タミフルJI異常行動jを含む日本語のブ口グ

記事がどのくらいあるのかを，テクノラテイ・

ジャパンの検索サイトを用いて分析するむこの

サイトをf吏えば，当該キーワードがブログ界で，

どれだけ話題になったのかを，退去にさかのぼ

って知ることができる c

その際，被1)ンク数(外部から張られている

リンク数)が少ないことを意味する，一つ星の

「オーソワティ J13)から，被ワンク数が多い，

つまり，大きま影響力があるプログを示す三つ

星の[オーソリティ J，という三つのレベルに

分けて，関連プヨグ記事数の時系列的変化を求

める。

[分析結栗]まず，一つ星の fオーソリティ J

は， 2月中旬から数十件を超える日が出始め，

一つめのピークが2月28日の約350件と翌 3月

1日の約250件，二つめのピークが3丹22自の

約450得と翌 3見236の約420件だった14)0 (グ

ラフB-CD-i参照〉

次に，二つ星の「オーソリティJは，はiま同

様の傾向を示し， 30件を超えた 3月 16と26 

が第ーのピーク， 30件を超える 3月22日から28

日までが第二のピークを作与，中でも 3月23日

と246は70件を超えている。(グラフ B -

①-11参照)

Dec 30 J苛 116 Feb3 feb21 Marl1 ~書留 29

ダラフ Bー⑦ー j r歩ミフルJr異常行動Jを含

むブログ記事

検索エンジンTechnoratiによる検索

(オーソリティ交交女)

Dec3江) Jan 16 feb 3 Feb 21 Mar 11 Mar 29 

タラフ Bー①-jj rタミフルJr異常仔動jを含

むブログ記事

き

B 

7 

6 

5 

検索エンジンTechnoratiによる検索

(オーソリテイ 3考古)

最後に，三つ星の!オーソリティ jは，第一 2 

のピークが3月2自，第二のピークが7件を超

えた 3月226から24日だったことが分かる。

(グラフ B-①-lll参照)

これらのデータを総合すると， rタミフルJ

と[異常行動j という二つの言葉を含むヨ本語

のブログ記事辻， 2006年12月306から2007年 3

s 
Dec30 Jan 16 

夕、ラフ Bー①-jjj

むブログ記事

Feb3 Fe註21 Mar'11 主~ar29

r?lミフんJr異常行動」を含

検索エンジンTechnoratiによる検索

(オーソワティ女育支)

月29日の関， 2月28日から 3月2日ごろに一番目のピークがあり， 3丹22日から24日ごろにさらに

大きな二番自のピークを迎えていたことが明らかにまった。すなわち，このころブログ上で，この

問題が盛んに車り上げられていたということができる c
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表 B-@ r空ミフJレJr異常行動jを含
むウェブサイトとブログ

マスメディア 19 

オンライン・ジャーナワズム 8 

億人プログ 8 

鴇不板 3 

行政機関 3 

襲薬会社 1 

企業・団体のブログ 1 

NPO 2 

医師 1 

その地 3 

不明 I 

合言十 50 

fニュース発信ツールとしてのプログ」研究

留守ス瓦デ-(7

覇軍オンライン・ジャー
ナリズム

ロ媛入ブログ

o掲示事長

察行設機事喜

怒製薬会社

重量企業免E遺体のブロ
グ

DNPO 

車庫室裏書革

E霊その他

忍不規

グラフBー② 「タミフルJr異常行動jを含む

ウェブサイトとブログ

( 3 )分析B一号:インターネット上の関連ブログ記事の住置村け

さまざまなウェプサイトが存在するインターネット上で，このテーマに関連するプログ記事が，

どのような位置を占めているかを概観する。つま乃，インターネットという大海原の中で，キーワ

ード{タミフル」と[異常行動jを含むウェプサイトがどのくらいあり，その中で関連するプログ

記事という小島がどのくらい浮かんでいるのかを調べる。

[分析方法]グーグル(日本)15)の{ウェブ検索jを清い，キーワードに「タミフル 異常行動j

を入力し， 1関連性の高い}rl貢Jで上泣50許を抽出16)口上{立5Qf牛を「既存のマスメディアJ(新聞・テ

レピなど)， 1オンライン・ジャーナリズムJ(Yahoo! Newsなど)， 100人のプログJ，i企業・団体

のプログJ，1その他」の五つに分類する。

[分析結果]検索した結果，約122万件がヒットした。[関連性の高い)Ij員jの上位50件で辻， 1マスメ

ディアjが19件で最も多く， 1オンライン・ジャーナリズム」と，門医人のプログjがそれぞれ8f牛

と続いた。[企業・団体のブログjは 1件だった。(表B←②，グラフ B-@参照〉

このことが何を意味するのかと言えば，グーグルを集って，このテーマについて調べようとウェ

プサイトを検索すると，上位にランクされるのは，半分以上が，薪開やテレピのニュースか，オン

ライン・ジャーナリズムのニュースであるということである。しかし，恒人のブログほ，オンライ

ン・ジャーナリズムに需を並べ，インターネット空調上で一定の地f立を占めているとも言える口

( 4 )分析Bー③:各ブログ記事の属性

[分析方法]分析の対象とするプログ記事を，次の方法で抽出する。すなわち，検索サイトのグー

グル(日本)の「プログ検索jを震い，キーワードに「タミフル 異常行動Jを入力し， 1関連性

の高い)11員jで上位50件を抽出する問。

その上で，プロガーあるいはブログ記事の{乍り手が誰なのか， i医言語J，1薬剤師J，1，'患者・家族j

まどに分類する。恒人のプログの場合，氏名が入っているかどうかも調べるむ

[分析結果]検索の結果，約9，275ftf:がヒットした18)。上位501牛を分類した結果は， 1医師J8件，

f薬剤師J1 1午， 1患者・家族J0 件だった。それ以外の職業には，地方議員，評論家，フリーライ
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ター，税理士，イラストレーター，主婦などがあり，

合計すると 11件になる。

その一方，全体の 6割近くを占めたのは「不明jと

いうカテゴリーだ、ったc これらの2M牛は，プログiこ記

載されている内容からは，作成者が誰なのか，職業さ

え分からないものだったo (表B-③参照〉

このうち個人の氏名を掲載しているものは全体で8

件にとどまった。職業分類的中で最多だった「医師j

ほ， 8r牛のうち 2件が氏名を公表していた出。

(5 )分析Bー④:各ブロダ記事の形態

表Bー③ 各ブログ記事の震性

マスメディア

オンライン・ジャーナ 1)ズム

個人プログ

掲不板

行政接関

製薬会社

企業・団体のプログ

19 

8 

8 

3 

3 

1 

1 

[分析方法}分析の対象となるプログ記事の抽出方法はB-③と全く同援。各ブログ記事の主たる

内容を，次のように分類する。すなわち，

「一一次晴報そのものJ:新司社が流す記事など

「一次i言報の紹介J:流れているニュースや情報の紹介

「一次信報の紹介+短いコメントJ:'情報を紹介して一言コメントを付けた形

「自らの意見J:当該問題への賛否を述べたもの

「自らの体験・見開J:実際に自分が経験したことを述べたもの

以上の五つである。

[分析結果}ブヨグ記事の内容から分類した結果は，

「自らの意克jが24件で最も多く，ついで「一次靖報

の紹介+短いコメント」がllf牛， I一次情報の紹介」

が 9件と続いた。その誌かは， I自らの体験・昆開j

が 3f牛， I一次情報そのものjが2件だった。(表B-

④参照)

タミフルを使吊すべきかどうか，厚労省の対応、が適

表B-@ 各ブロダ記事の形襲

自らの童見

一次靖報の紹介÷短いコメント

一次.j吉報の紹介

自らの体験・見詞

一次情報そのもの

合計

24 

11 

9 

3 

2 

49 

切だ、ったかどうかなど，当該問題への賛否を論じたものがほぼ半数を占めたc その反面，ネットで

流れている既存メディアの報道を紹介した均，それについて短く感想めいたコメントを残すだけと

いうものが，残り半数近くを占めるという結果になった。

(6 )分析邑ー⑤:各ブログ記事の靖報濠

{分析方法]分析の対象となるプログ記事の抽出方法はB-@と全く同様。それぞれのプログ記事

について，清報諒を[マスメディアJ，Iオンライン・ジャーナリズムJ，I行政機関J，Iプログjな

どに分類する。一つのブログ記事に複数の情報源がある場合は，すべてカウントして合算した。

[分析結果11吉報源として明示されているものをすべて取り上げると， IマスメディアJ13件， Iブ

ログJ91ヰ， Iオンラ千ン・ジャーナリズムJ7件， I行政機関J5r牛， I企業・団体のサイトJ4 

件となった。他方，このような情報源を全く示していない l'情報源明示なしjは17件に上った口

(表B-⑤，グラフ B ⑤参照)
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fニュース発信ツールとしてのブログj硫究

表Bー⑤ 各ブログ記事の構報源

マスメディア

ブログ

オンフイン・ジャーナ 1)ズム

行政機関

企業。団体のサイト
& 

情報j原明不なし

合計

13 

9 

7 

5 

4 

17 

55 

園マスメディア

園ブログ

Eオンライン・
ジャーナリズム

ロ行政接関

隠企業・毘体の
サイト

毘犠報嘉明示な 11

し

グラフ B一⑤ 各ブロデ記事の靖報源

( 7 )分摂B一番:各ブログ記事へのコメント数とトラックパック数

[分析方法]それぞれのプログ記事へのコメント数と， トラックパック数を調べる。分析の対象と

なるブログ記事のま由出方法試B-③と全く開様。

[分析結果]プログ記事関にコメント数をみると，最多は23本，第二位は17本，第三位は11本のコ

メントが付いていた。その一方，手数の26プヨグ記事についてはコメントが全くなし口もともとコ

メント欄を設置していないブログも 10ある。

このように，関覧者からのコメントは限られたプログに集中していることが判明した。

トラックパック数をみると ，14.1:1上のプログ記事が5あったむこのうち22トラックパックが最多

だ、ったc そのの反面， トラックバックが全くないプログ記事が27，もともとトラックパックを設定

していないプログも 7ある。

このように，他のプログからのトラックパックが多いのは， 5プログに限られ，全くトラックパ

ックのないプログが庄到的に多い状況が明らかになった。すなわち，国囲から反a、は少数のプログ

記事に集中している環象がみてとれる。

コメント数とトラックパック数がそれぞれ相対的に多かったプログは，より多くの注目が集まり，

活発な意見交換が行われているブログと位置付けることができる。

( 8 )分析Bー⑦:注巨度の高いブログの内容

{分析方法]前述の分析B-⑤で，コメント数とトラックパック数が多かったブログと，評論家，

立在隆氏のプログも加え， I注目度の高いプログ記事j と呼ぶことにする。立花氏のブログには，

コメントやトラックパックの機能を備えていないが，同氏は既に政治，社会から自然、脊学まで幅広

い分野で数々の言論活動を行ってきている。これらを分析対象として，貿的な内容分析を行う

[分析結果I

Eゴザ!ニュース: タミフルと異常行動，享労省が関連 f否定J撮回20)

産経新障の子会社「産経デジタルjが運営するプログ。産経新聞を中心としたニュース記事の誌
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か，産経新需記者約60入による恒人ブ、ログ，専門家のプログ，用語解説など，豊富なコンテンツを

保有している。

この問題についてのブ訂グ記事は， rタミフルと異常行動，車労者が関連 f否定J撤回」という

見出しが付けられた産経新聞の記事の転載。そこへ，さまざまなコメントが外蔀から寄せちれてい

る。

Eプログ f建褒，病気なし，医者いらずj21)

現役循環器内科医 IDr.IJのブログ刻。

タミフルの問題について IDr.IJは，共同通信の配告記事や読売新聞の記事を引用しつつ，厚

生労働省が「科学的根拠がないまま，臭い物には蓋をする，って惑とでなし麗し的に十代では使用

中止jにしたと指摘。公表されているデータを基に ①発生率からすると日本全体で約20人が異宮

行動を起こしている計算になるが，把彊されていないケースがあるので辻ないか，②十 十七裁で，

男子が14人，女子が 1入だったのであれば，男子だけ使用中止にしてもよいのではないか，などと，

車生労i勤者の対応、;こ疑問を投げかけている。

その一方，タミフルの内践で I1日早くインフルエンザが治る。そして，その後の気管支炎や諒

炎を合併するリスクも減るjことは明らかであると強調し， I処方しないまら，処方しないでも構

わないj ものの， I全ての薬には，メワットとデメワットがあるので。そういう事をわかって，議

議して欲しいjと主張している。これに対し，外部からさまざまなコメントが寄せられ， iDr. rJ 

が答える形で，対話が続いている。

-佐藤秀の徒黙""l?c ?Vワカリマシェン:タミフル右意差なしとする奇妙な報告書23)

プロガー本人の職業 年齢，性別などは不詳。

タミフルの問題についてこのブログは，厚生労働者の見解の根拠とまっていた報告書『インフル

エンザに伴う随存症状の発現状況に関する調査研究j(軍労省研究班〉に注目。この報告書は，発

熱によるうわ言などの「異常言動Jについての調査について書かれたものであり， r問題となって

いるマンションから飛び降りて死亡したとかの『異常行動死』とは何の関係もないjとの見解を示

している 9

つまり，この報告書は fタミフルと異常言動との関連性はタミフル未使用での発現頻度は10.6%

であったのに対 L，タミフル使用では11.9%と有意差を認めなかったjと， I異常言動jについて述

べているのに過ぎず，寂用後の飛び降りなど f異常仔動jについて， r有意差なし」とは書かれて

いない， とf言語している c

.ナゴヤ人伝説。説理士パッキーの日記帳:隠す意図はなかった，tまんと?タミフルで厚労省が

会見出

ブロガーは氏名は公表していないが，告らを名古屋税理士会の税理士であるとしているおむ

タミフルの開題については，転落死傷事故郷15例のうち，これまで厚生労働省が9例を非公表に

していたことを批判。行政と製薬メーカーに対し， Iせめてマイナスのf吉報をも含めて，構報の開

示・公表だけは前舟きにj と要望している。
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fニュース受信ツールとしてのブログj研究

.8本がアブナイ 1:タミフル問題への疑念…製薬会社の寄付，厚労省の天下りからラムズフェ

ルドまで26)

ブロガ一本人の職業，年齢，性別などは不詳。

この問題については，朝日新聞や読売新開などの居内主要メディアや，米国のケーブルテレビ

CNNの報道などを引用して 論じている c その上で どんな薬にも副作居はあり， r使用中止にす

べきだとは思わごといjとする。しかし 清報公開の在母方や，行政などの説明責任について次のよ

うに注文を付けるc

f1可か重大な問題が生じている場合には，車労省や製薬会社(販売代理会社も含む入研究機関，

医療機関は，販売中止や一定の条件の者に使用中止するまでの根拠はなかったとしても，積極的に

国見や医療関係者に'1害報を公開したり わかりやすく説明したり，注意を喚起したりする必要があ

ると患う」

f医師でさえも，厚労省や製薬会社などが， 'j育報公開や注意喚起をしなければ，どんな問題が生

じるのか知与ょうがないし 患者にも説明や往意ができなくなってしまう」

園立花隆の「メディア ソシオーポワテイクスJ:タミフルに隠された真実 第二の薬害エイズ

に発展か27)

日経BPネット内にある評論家，立花隆氏の時事問題コラムを集めたプログ。 2005年 3月25Bに

開始した。この問題については fタミフルに隠された真実 第三の薬害エイズに発展かjを見出し

仁村け，浜大部医師が主催している NPO法人「医薬ピジランスセンターj と， r薬害タミフル踏

症被害者の会jの二つのウェプサイトに，タミフルの怠険性を示す具体的なデータが出ていること

を詣摘。厚生労働者は「おそらくなぜタミフルに異常に早い認可を与えたのか，認可するにあたっ

て十分な審査をしたのかという根本問題にまでさかのぼっての責任が関われることに去るjと厳し

く指摘している。

( 8 )ブロデ記事分析のまとめ

この問題をめぐっては，膨大な数のブログ記事が存在する。しかし，関連するウェプサイト全体

を検索すると，数の上では，ブログ記事よりは，マスメディアやオンライン・ジャーナワズムが発

信するニュース記事が上自るむ

プログ記事だけに操ってみると，職業などの属性が分からないものが約 6割を占める。また，約

半数のブ2 グ記事は， r一次情報の紹介だけjか，それに短いコメントを加えただけのものがιめ

ている。さらに，博報源を調べると，全く示していないものが3割を超えている。

コメント数やトラックパック数を考慮すると，注目震の高いブログは龍ちれてくる c これらのブ

ログでは，厚生労儀省や製薬会社にさらなる清報罪示を求める意見や，同省研究班の報告書を解読

して，対応を批轄する意見などが掲載されている。

4 新麗報道とブログ記事の辻較考察

これまでは，マスメディア(読売新聞)の報道と，ブログ記事についてそれぞれ剖個に分析を行
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ってきた。本節では，ここまでの分析結果を基に，両者を比較考察する。

( 1 )時間的謂関性

読売新開記事については，分析A-①(報道量の時系列的変化)の結果，ブログについては分析

B -CD (関連するプログ記事の時系持的変化〉の結果を比較すると，ほ詔一致していることが明ら

かになった。すなわち，最初の小さなピークが3月 1日前後，よ均大きい二番目のピークが3月21

日から24E3ごろだったc

新開記事が増えた時は，ブログ記事も増えている。マスメディアの報道と，プログ記事は，あた

かも呼応、するかのように変化していることが分かる。つまり，時間的な相関性がある。悟入でもi育

報発信が容易であるというブログの特設が端的に現れていると言える G

( 2 )情報漉

読売新聞記事li，最多の情報源が厚生労動省c 地方自治{本と合わせると，全体の約4割を行政が

占めている。プログ記事を含むウェブサイトは，記事の上では情報課となっていない。(分析A-

②) 

これに対して，ブログ記事はd情報源を，新聞やテレビなどのマスメディアと，オンライン・ジャ

ーナリズムにかな可を依存している。 組のプログやウェブサイトを清報源としているものも一定程

度存在する。その一方，行政は少ない。(分析B-@)

( 3 )記事の内容

読売新聞の報道は，タミフル使用の是非をめぐって厚生労鵠省の判断や対応を伝える一方，留別

の事故事関についても速報している。大型の記事では，医掃や患者家族らにも情報源を正げ，賛否

を論じている。(分析A-③)

一方，プログ記事には，一次情報を結介するだけだ、ったり，それに短いコメントを添えるだけだ、

ったりするものが自立つとはいえ，厚生労動省の対応、などについて自らの見解を述べたものが全体

の半数に上っているつ〈牙析B-@)。

「注目度の高いプログ記事Jで論じられている内容，つま乃書き手自らの見解はさまざまである D

中には厚生労鵠省の研究班がまとめた報告書そのものを調査し，厚労省がタミフルと異常行動の関

連性を否定する根拠としているのはおかしいと批判しているものもあったo (分析B-⑦)

この指揖が真に正当であるかどうかは分からないが，読売新聞記事には，同様の指擁がなかったむ

しかしながら，この一例を除けば，強自に新事実を伝えたブログ記事は克あたらなかった。

( 4 )辻較考察のまとめ

上記(1 )から(3 )を合わせて考えると，プログの{揺が，新聞報道に反応していることが分か

る。厚生労儀省の動きなとミについて新聞の報道が増えれば，それに言及したプログ記事も増える。

一部の現象に限られるが，書かれたプログに辻，コメントが寄せられ，さまざまな議論が展開され

ている傍もある。

しかし，プログ記事がマスメディアの'情報源となっている傍は見あたらないc 上記(3 )で述べ
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たように，自らの非験話は別にして，マスメディアが報道してない内容を指請したブログ記事は 1

本だけだ、った口つま乃，プログ記事は，マスメディアの報道にはほとんど影響を与えてないと考え

られる G

5 結語

これまでの分析と比較考察から，次のような結論が導き出される。

3笛の(8 )で総括したように，タミフルと眼用した患者の異常行動の問題をめぐって，インタ

ーネット上には膨大なプログが存在する c ウェブサイト全体の中で，プログは一定の地位を~める

ようになっている。これらの中には，コメントが寄せられたり， トラックパックが付されるブログ

もある c ブログ同士がつなが号，新たな情報空間ができていることが分かる。

が，清報涯を明示した上で問題を論じ，自らの見解を示したブログ記事は摂られるむつまり，し

っかりとした議論がなされているプログ記事は少ないと言える口さらに，そこへ思囲からの関心が

集まるプログは，ごくごく一部しかない口ブログ辻マスメディアの報道に呼忘した動きを見せるが，

逆に，マスメディアの報道にまで影響を与えるブログ辻眼寺なくゼロに等しいっ

したがって，ブログはマスメディアの報道を参照しながら，大量の情報を発信しているが，ブロ

グのもたらす影響力は限定的であると結論づけることができる c

羽 おわりに

本石汗究はいくつかの弱点を抱えている。

第一に，事例研究が「タミフルと異常行動jの問題に限られていることだ。別の時事問題を選べ

!;f，ブログとマスメディアの関係笠について違った結論に至ることもあり得る。つまり，事例研究

の結論を，プログ全般にj五げ，ただちに一般化すること辻できない。

第二に，事例研究のサンプル数が躍られていることだ吉例えば，調査の対象としたブログおよび

プログ記事は50だが，数を拡大すれば，より実態に近い分析結果が得られたと考えられる。

第三に，既存のマスメディアがどのようなブログを開設し，運用しているのかについては紙面の

制約もあり，織り込めなかったむ

他に細かいものを含めれば窃乃がないほどの欠点があることを，正直に認めなければならない。

本研究を通じて，さまざまなプログを関覧した。値人が持事問題について意見表明をしようと思

えば，新開の投書構しかなかった時代に比べれば，言論空間は確かに広がったと感じる。が，プロ

グの世界は玉石混活だという印象を強く持ったっ読み応えのあるブログ記事は，はんの一握りにす

ぎをい。テーマを限っても，個人のプログ記事が何万と集まったところで，マスメディアに対抗す

る勢力にはなち得ていないという惑がある c

本罰究の事例で確認したが，実名のプロガーは非宮に少ない。実名であればプログ記事の質が高

く，匿名であれば震が抵いというわけではない。しかし，署名がない記事は，責f壬の所在が分から

ないc 言いっぱなしの言論になりやすい。

ただ¥このような議論には，マスメディアとブログとが対立構造にあるという前聾がある。はた

してこのような問題設定が妥当なのかどうかは，再考の余地がある。

というのは，一つは， Iニュース」の定義自誌が変わりつつあるからだ。「育った家庭には新聞が
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なかったjという世代が，間もなく高校・大学に入り，社会人になっていこうとしている。携苦電

話やi-Pod，フリーペーパーなどから，それこそ数え切れごといほどの情報が押し寄せる。新聞の記

事やテレピのニュースだけが，彼らにとっての[ニュースjではないことは明らかだ。

もう一つは，ニュース産業が大きく変貌しつつあるからである。米国では既に，ニュース辻媒捧

を区部せず，活字や音声，映像などを融合させたものだという考え方が当然のこととなっている。

活字iこせよ瑛援にせよ，ニュースのコンテンツがあれば，運ぶ器(つまり媒体)は栢でも集えばよ

い。新開社が紙に，テレビ局が映橡だけに酉執する必要はないということだ。

ブログはジャーナリズムかどうかという議論は既に決着し，プログを含めたメディアの f融合j

に焦点が移ったかのようだ。本論文をまとめている最中の2007年8丹に，来国・ワシントン DCで

開かれた米国「ジャーナワズム&マス・コミュニケーション教育学会J(AEJMC) の年次大会iこ

出席し，議論に参加してみると，そういう潮流を見せられた。

研究者の立場から遠藤薫は， r既存メディアとネットメディアの二者択一はありえない。ネット

と既存メディアは，意図するしないにかかわらず，桔互に分かちがたく 1)ンクし合いつつ，複合的

なメディア環境を形作っていくのであるJ[遠藤， 2005: 64J と指摘している。

作家・ジャーナワストの E垣隆の言葉を告りれぜ， r…ブログが既存のマスメディア(新開やテ

レビ)を殺すとか殺さないとか，そういう対抗意識そのものが， I日時代的発想の貧国J[B垣，

2006 : 156Jなのかもしれない。

器であるメデfアが融合の時代に入り，ニュースというコンテンツ辻どこへ向かうのかむ

ニュースが技術革新の変化に伴いどう変わっていくのか。ジャーナリズムと権力(特に国家権力)

との関係がどう変化していくのか。市井の人々にとってニュースと辻何なのか。このあた均が，ジ

ャー十リズム研究にとって喫緊の重要課題となろう。

本研究を終えるにあたって，一人の研究者として今後，こうした重要課題に少しでも取り組むこ

とができればと思っている。

注
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1) ブログ績素エンジンを提供するテクノラティジャパンのデータによる。 http://www.technorati.jp/

aboutl 

2) 総務省 f国民のための"雪報セキュリティサイト j内の一項 EI I知識:ブログの仕組みj かち

http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/security/主iso/kOl_blog.htm 2007年9月28日取得。

3)上記 1) tこ同じO

4) ブログの堂界では「エント 1)-Jと呼ばれることが多い。

5) Newsweek B本版 2005年3丹15B号の特集「ブログは薪開を殺すのかJ(P21-33)， I市民メディアの夜

明けが来るJ(P34-39)。

自)朝日新開2005年10丹27B朝刊の対議[ブログ 従来のメディアとどう融合」。

7) 向。

8) アジア諸国については，中国のフプやE ググ?について， Ne羽w屯swε伐ek2005年2月27日号

2担4ご会=どの報道がある C

9) http://newsnews.exblog.jp/ 

10) 2007年 7月現在，河賢の田中泰義と共時で執筆。 http://rikei.spaces.live.com/

11)読売新開2007年3丹24日朝暫の社説。見出しは「タミフル 詰静，科学的に対処すべきだJo/は改行

を示す。



[ニュース発信ツールとしてのブログj研究

12) 1選開の重要ニュースを選んで，子ども向けに書き直した記事で忘る。その中iこタミフルの問題を扱っ

た記事が含まれている。

13)テクノラティ(本社・米国〉は，ブログの影響力を図る指数として fオーソワティ (authority)Jを吊

いている。具捧的には，オーソリティを「被 1)ンク数J(外部から張られた 1)ンク数〉で、計っている c 島

るブログの被リンク数が多汁れば，そのブログは龍のプログでよく語られていると判断し， r彰響力のあ

るブログ」と位置付けている。 http://www.technorati.jp/help/supportfaq.html#author・ity(2007年3月

30B取得)。

14) テクノラティ:キーワード fタミフル 異常行動jを含むプログのグラフ

http://www.technorati.jp/chart/%E39む82%BF九E3%83%9F%E39ら83%95%E3%83~らAB弘E3%80%80%

E7%95%BO%E5%B8%B8%E8%Al %8C%E5%8B%95?chartdays=90&language=ja&authority=al (2007 

年03fi30日取得)。

15) http://www.google.co.jp/(2007年 3fl30司取得)

16) 2007年3月29日午後 9碍30分

17) 2007年3月29B午後10詩

18)検案のヒット数を単純に計算すると，プログがウェブ全誌に占める割合は， 122万分の9275，つまり

0.76%となる。

19) プ口ガーの氏名がプログに掲載されていても，それが実名なのかどうかは確認できない。

20) http://www.iza.ne.jp/news/newsarticle/ event/ crime/品414(2007年3月30日取得)

21) http://kenkoubyoukinashi.blog36.fc2.com/blog-entry-165.html (向〉

22) プログの冒頭に自ら「建農，病気についてや，病気にならないための生活習慣， B三学の最近の話題につ

いて等を語っていくブログ。研修室時代の話や，医者でないとわからない医痩界の裏話なんかも書いてい

ますj と紹介している。

23) http://blog.livedoor.jp/y0780121/archives/50130863.html (2007年3fl30 日現得}

24)註ttp:llbacky.blog.ocn.ne.jp/kazu/2007/03/post_ld86.html (同)

25) r税理士が税金ネタではつまらないJため， r気になるニュースと株の話題を勝手に論説j しているブロ

グだと自己紹介している。

26) http://mewrun7.exblog.jp/5375379 (2007年3耳30日現存}

27i http://www.nikkeibp.co.jp/style/biz/feature/tachibana/media/070324_tamiflu/ (間)
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